
名古屋市立大学 消化器・代謝内科学

田中智洋

働き方改革待ったなし
―上意下達に終わらせず、これを奇貨とするために

第96回 日本糖尿病学会 中部地方会
CS-1糖尿病医療者・研究者のダイバーシティを

promoteする委員会シンポジウム
働き方の創意工夫で高める糖尿病の診療と研究力

2022年11月19日（土）16:40～17:00
座長： 笹岡利安 先生、岡田由紀子 先生



日本糖尿病学会
ＣＯＩ開示
発表者名： 田中 智洋

演題発表に関連し、開示すべきCOI関係にある企業などとして、

なし



良質かつ適切な医療を効果的に提供する体制の確保を推進す
るための医療法等の一部を改正する法律（2021年5月28日公布）

- 医師の働き方改革

- 各医療関係職種の専門性の活用

- 地域の実情に応じた医療提供体制の確保

- その他

https://www.mhlw.go.jp/content/10800000/000818136.pdf



https://www.mhlw.go.jp/content/10800000/000818136.pdf

①時間外労働の上限規制
2024年4月以降、原則として医師の時間外労働が年間960時間に制限されることになりま
す。なお、都道府県の指定を受けた一部の医療機関は上限規制が緩和されます。

②追加的健康確保措置の実施

長時間労働となる医師に対する面接指導と必要に応じた労働時間の短縮等の措置をとら
なければなりません。

また、連続勤務時間の制限、勤務時間インターバル及び代償休息という制度が導入され、
医師の健康確保が実質化されている点も重要です。

③医療機関勤務環境評価センターの設置

医療機関の労働時間短縮の取組みを客観的に評価するため、医療機関勤務環境評価セン
ターが設置されます。



医師の時間外労働規制

https://www.mhlw.go.jp/content/10800000/000818136.pdf



https://www.mhlw.go.jp/content/10800000/000818136.pdf



https://www.mhlw.go.jp/content/10800000/000818136.pdf



アンケート調査

対象：名古屋市立大学消化器・代謝内科学分野 医局員

（内分泌・糖尿病内科、消化器内科、肝・膵臓内科）

方式：無記名、記入式

実施：2022年7月

回答：37名より回答



現在の勤務環境についてよいと思う点・改善すべき点を
教えてください（良い点）

制度
・夜間、主治医制で無いところ（30代12年目）
・オン・オフがはっきりしている点。
・働きやすい点（30代6年目）
・有給休暇を取りやすい（30代10年目）

体制
・人が多いので交代などとりやすい（30代11年目）
・業務内容のことから、働き方のことまで、困った時に相談しやすい点。
・相談できる先生がたくさんみえる（30代10年目）
・だいぶ学年が上になったのと、当直が当科が多く入る現状もあり、土日に病棟
に来なくても済むのは良い（40代16年目）

研究
・研究をサポートしていただける（30代13年目）
・研究ができる（40代17年目）
・自分の専門分野について高められる（30代13年目）
・研究もできる点（50代33年目）



現在の勤務環境についてよいと思う点・改善すべき点
を教えてください（改善すべき点）

制度
・給与が低い（50代33年目）
・院内にWi-fiを設置していただけるとありがたいです。
・カルテの台数をもう少し増やしていただきたいです。

タスクシフト・体制
・雑用が多い（50代33年目）
・雑用が多すぎる（40代17年目）
・人員増員、仕事のシェアリング（40代22年目）
・帰宅時間が非常に遅い（30代13年目）

認識
・丸一日の有給休暇がなかなか取得できない（30代10年目）
・グループ診療かつ、外勤でみんなが抜ける日が多い大学病院の診療は、頑
張る人の頑張りで回すことになってしまう点（40代16年目）
・もう少し若手医師がともに働いて頂きたい（40代20年目）

研究
・研究活動は賃金なし（30代13年目）



あなた自身の働き方改革を進めるうえでハードルとなっ
ていることがあれば、教えてください。

制度
・医局会開始やカンファレンス開始が平気で17時以降（30代10年目）
・座っているだけの無駄な委員会が多い（40代16年目）
・固定給がない（30代10年目）

タスクシフト・体制
・雑用が多いこと（50代33年目）
・医者でなければできない仕事ではない仕事の割合が非常に多い。とはい
え、自分がやったほうが物事がスムーズに回るので、さっさとやってしま
うけれど（40代16年目）

認識
・患者の過剰な期待（40代17年目）
・周りの先生方（30代13年目）
・医局員であること（30代12年目）

研究
・臨床+研究（30代13年目）
・結果が求められる立場だと休むことが困難である（40代20年目）
・大学病院なので研究臨床と対応すると時間的に厳しい。ただ、市中病院
で臨床のみで忙殺されるよりはとても有意義だと思います（30代11年目）



制度 体制

研究 認識

取り組むべき点



幸せになるために
制度

年次雇用でも年休可能に
カンファレンス16:45→13:00に

体制
タスクシフトへの現場からのフィードバック
一にも二にも、人員確保..

認識
ノウハウの伝授
意識の共有化

研究
仕事上がりの飲み会？？？



2023年4月名古屋市立大学は附属５病院体制に
2200床の統合運用に向けて！

名古屋市立大学 消化器・代謝内科学分野
片岡洋望、青谷大介、小山博之、八木崇志、服部麗、竹田勝志、Tingting Guo、伊藤隆彦、久我祐介、清水優希、
長谷川千恵、岩本暁子、浜田けい子、位田敬明、加藤春佳、田中奈那、村井裕美、森一憲、竹内健太

名古屋市立大学病院 肥満症治療センター
瀧口修司、田中達也、小川了、早川俊輔

名古屋市立大学病院 臨床栄養管理室
山田悠史、川瀬弘多郎、船越茜

名古屋市立大学病院 肥満症治療センターの皆さま

謝辞

西部医療センター

桜山

東部医療センター

みどり市民病院

みらい厚生病院
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